
★ 二十四
に じ ゅ う し

節気
せ っ き

・８月７日は《立秋
りっしゅう

》      

★ ８月はペルセウス座
ざ

流星群
りゅうせいぐん

が極大
きょくだい

！     

      令和３年８月１日 

 

 

 

 

  正式
せいしき

な天文用語
てんもんようご

ではありませんが、最近
さいきん

、天文ファ

ンの間
あいだ

で「月面
げつめん

Ｘ
エックス

」という現象
げんしょう

が話題
わ だ い

になっていま

す。名前
な ま え

から分
わ

かるように、月面に「Ｘ」という文字
も じ

に

見
み

える影
かげ

ができるという現象です。いつでも見られる

わけではありませんが、今年
こ と し

は 2月と４月と６月に既
すで

に１度ずつ確認
かくにん

されていて、間
ま

もなく８月 15 日

（日曜日
にちようび

）の午後
ご ご

８時半頃
ころ

にも見られると予想
よ そ う

されて

います。残念
ざんねん

ながら肉眼
にくがん

で見えるほどには大
おお

きくあり

ませんが、見える場所
ば し ょ

さえ分かっていれば、倍率
ばいりつ

が 20

倍程度
て い ど

の望遠鏡でも観測
かんそく

が可能
か の う

とのこと。綺麗
き れ い

に「Ｘ」の文字のように見えるのは約
やく

１時間
じ か ん

程度だそうですが、

写真
しゃしん

を撮
と

りながら観察
かんさつ

するぐらいの余裕
よ ゆ う

は十分にあります。 

 さて、謎
なぞ

めいたメッセージのような「月面Ｘ」ですが、その正体
しょうたい

は、ブランキヌス、ラカイユ、プールバッ

クと呼
よ

ばれる３つのクレーターの壁
かべ

によってできた地形
ち け い

に、ある一定
いってい

の角度
か く ど

から太陽
たいよう

の光
ひかり

が当
あ

たると浮
う

かび

あがる月面の反射光
はんしゃこう

です。その角度から太陽光
たいようこう

が当たるのは、上弦
じょうげん

の半月
はんげつ

の頃だということが分かっている

ので、あらかじめ「月面Ｘ」が見える日時
に ち じ

も予想できるのです。もし、今月の観測を逃
のが

しても、今年は、10

月 13 日（水曜日
すい    

）の午後８時頃と 12 月 11 日（土曜日
ど   

）の午後 10 時頃の２回
かい

チャンスがあるので、ぜ

ひ、観測に挑戦
ちょうせん

してみて下
くだ

さい。 

 

 

 １年を 24等分
とうぶん

し、季節
き せ つ

を表
あらわ

す二十四節気。８月上 旬
じょうじゅん

の節気は《立秋
りっしゅう

》

と呼ばれ、毎年
まいとし

８月７日頃になります。《立秋》とは、秋
あき

が立
た

つ（秋が始
はじ

まる）

という意味
い み

ですが、この頃はまだまだ夏
なつ

の真っ盛
ま   さか

り、暑
あつ

い日が続
つづ

きます。し

かし、耳
みみ

を澄ませば秋の虫
むし

が鳴
な

きはじめ、秋空
ぞら

に見られる「うろこ雲
くも

」も現
あらわ

れ、日の入
い

りも早
はや

くなるなど、秋の気配
け は い

を感
かん

じはじめる季節です。 

 

 

 

今年のペルセウス座流星群は８月 13 日の明
あ

け方４時頃に

極大
きょくだい

となります。普段
ふ だ ん

よりも多
おお

くの流星が見えるようになるの

は 4～5日前
にちまえ

の夜
よる

からで、12 日の夜中
よ な か

から 13 日の明け方
あ   がた

に

かけて、たくさんの流星を見ることができます。今年はこの

時期
じ き

、新月
しんげつ

から間
ま

もないため、月明
つ き あ

かりの影響
えいきょう

がほとんどなく、

観察には絶好
ぜっこう

の条件です。街
まち

から離
はな

れた暗
くら

い空では、１時間あたり最大
さいだい

50個
こ

ほどの流星が予想されていま

す。流星は、放射点
ほうしゃてん

を中心に放射状
    じょう

に出現
しゅつげん

しますが、空全体
ぜんたい

に現
あらわ

れるため、いつどこに出現するのかわか

らないので、なるべく空の広
ひろ

い範囲
は ん い

を見わたすように観察しましょう。 

 

☆ ８月のプラネタリウムの内容につきましては、別刷りの「投影案内」 をご覧ください ☆ 

☆ プラネタリウムのお休み ８／２(月)、６(金)、７(土)、10(火)、16(月)、18(水)、23(月)、30(月) 

☆ 新型コロナウイルス感染症対策で、入場定員を減らして投影しています。 

 

★ 今月
こんげつ

の星
ほし

もよう ★ 

 

豊川市ジオスペース館 

二十四節気と、太陽と地球の位置関係 

写真は当館プラネタリウム解説員が撮影 

８月 12日頃の深夜、北東の空 

ブランキヌス 

ラカイユ 

プールバック 

月面 Ｘ 



 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                 

 

 

 

 

 
 
 

 

★  ８月上旬の主な天文現象  
 

 

 

 

 

★  宇宙ステーション (豊川での主なデータ  ８ /1～１５ )  ※ 下記時刻は、予想値です 

  

◇  8月 1日（日） [ 見やすさ ◎ ]    ２０：１０ 北北西 ～ ２０：１４ 東 

◇  8月 3日（火） [ 見やすさ ◎ ]  ２０：１２ 北西  ～ ２０：１６ 南南東 

◇  8月 4日（水） [ 見やすさ ◎ ]  １９：２４ 北西  ～ １９：３１ 東南東 

◇  8月 6日（金） [ 見やすさ ◎ ]  １９：２７ 西北西 ～ １９：３３ 南南東 

 

2日(月) 土星
ど せ い

が衝
しょう

 

７日(土)  立秋
りっしゅう

 

８日(日)  ● 新月
しんげつ

 

１１日(水)  細い
ほそ  

月
つき

と金星
きんせい

が接近
せっきん

 

豆知識：国際宇宙ステーション（ISS）は、明るい星が動ているように見えます。 

飛行機のような赤緑ランプの点滅はありません。 

１３日(金)  ペルセウス座
ざ

流星群
りゅうせいぐん

が極大
きょくだい

 

１４日(土) 伝統的
でんとうてき

七夕
たなばた

 

１５日(日) 月面
げつめん

X
エックス

が見
み

える 
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